
福島・飯舘村の再生に向けて
ー「健康・医療ケアチーム」の報告ー

日時：平成27年10月6日（金）

場所：県庁南再エネビル ３Ｆ

相澤力（内科医）、色部ちえ（看護師）、北村充成（精神保健福祉士）

斎藤快運（整体師）、齋藤智子（アロマセラピスト）、

三吉譲（精神科医）、松田純子（介護福祉士）、若佐実枝子(看護師)、

八木優子（看護師）〇中町芙佐子（臨床心理士）

認定NPO法人「ふくしま再生の会」健康・医療ケアチーム：



I. 活動体制
II. 飯舘村避難マップ
III.仮設住宅2か所で、それぞれ月一度の
活動
① 松川第一仮設住宅
② 伊達東仮設住宅

IV.個別支援
V. 住民が抱える健康状態と不安
VI.転換期をむかえた仮設生活
VII.今後の課題
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飯舘村仮設マップ

飯野仮設松川仮設

伊達東仮設

国見仮設

相馬仮設

村役場より20km

村役場より10km
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活動先：①松川第一仮設住宅

松川第一仮設の現状

①戸数105(総戸数は118戸、その内の２戸は
公的に使用）

② 入居者数177人 高齢者から 中・高校生
まで。夫婦世帯も多い

③独居者のうち50戸（男性）は、集会所などで
の活動に参加していない
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松川工業第一仮設集会所でのチーム構成

精
神
保
健
福
祉
士

臨
床
心
理
士

内
科
医

精
神
科
医

整
体
師

介
護
福
祉
士

看
護
師

大
学
院
生

腰
や
ひ
ざ
に
効
く

つ
ぼ
を
学
ぶ

足
つ
ぼ
ケ
ア

足
湯
・足
も
み
・

爪
切
り
・フ
ッ
ト

ケ
ア

健
康
講
話
と

個
別
相
談

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

心
の
ケ
ア
相
談

研
究
・調
査

8



9

活動時間

9時半～お昼まで

いままで

15～23名利用



活動先： ②伊達東仮設談話室

①現在、戸数90（建設戸数は126）

②入居者数144名。

③空き家が増えたこともあ、残ったひとは不安が
高い
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伊達東仮設談話室でのチーム構成
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活動時間

9時～13時まで

いままで

9名～17名利用



仮設2か所でそれぞれ月一度の活動現在10人前後のメンバー

松川工業団地
第一仮設住宅
集会所

伊達東
仮設住宅集会所

精神保健福祉士
臨床福祉士

内科医

精神科医

鍼灸師

介護福祉士看護師

大学院生

アロマ
セラピスト
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個別支援
村内生活者Oさん親子の見守りとケア

 村に帰った要介護者へのケアはかなり制限がある。それでも見守
り隊の毎日の確認、飯館村包括や飯館村社協の見守り、必要に応
じたケア会議などがある

 当チームもOさん宅やOさんの母親（96才）の入院先の病院を訪れ、
相談やベッドサイドでのケアなどをしつつ、見守り。

 再生の会の他の会員の方も、折に触れて訪れ、様子をみている

 Oさん親子の見守りとケアが教えてくれること

決して、Oさんだけの問題ではなく、今後、帰村が具体的になった

ときの個別支援への指針になると考えている

15

なお、誠に残念なことですが、Oさんのお母さんは11月4日にお亡くなりになりました。
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住民が抱える健康状態と不安

肩・背中、足腰の痛みの訴え

足のむくみ

めまい（メニエールなど）

多剤服用の問題（何を飲んでいるのか不明）

癌への不安（入・退院者あり）

認知症の懸念

管理人事務所で把握できない独居者の状況
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転換期をむかえた仮設生活

2015年6月の政府閣議決定で、2年後の2017年

４月、一部を除いて避難指示解除をする通達

2018年には精神的補償金打ち切りを決定

村外避難住民が直面する難問
① 除染も十分に行われていない現状をみて、本当
に村に戻ることができるのか

② 別の土地に移住しての生活再建なのか

③ 離散した若い世代の家族を呼び戻すことができる
のか

④ 高齢者のみの生活の設計が立てられない
⑤ 土地・家屋の税金問題、医療費など
⑥ 4年以上仮設でともに暮らしコミュニティーを築い
てきた。その基盤がまた壊されるのか。 19
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今後の課題

 仮設住宅生活は、生活不活発病が増加しや
すい。心身のストレスと生活習慣病の懸念

 健康・医療ケアチームは、今後、村や地域の
支援者さんたちと連携が必要と考えている

 将来の暮らしの設計がみえるような取組み

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
当活動は、霊山センターに前夜泊り、活動当日
の朝に仮設住宅に向かうが、冬場、霊山セン
ター宿泊ができない。宿泊や打ち合わせ会場と
して使用できる場所を検討している
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